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介紹

古
文
書
学
的
研
究
に
も
、
本
文
書
は
貴
重
で
あ
る
。

関
ケ
原
の
戦
を
前
に
し
て
の
前
田
玄
以
ら
奉
行
人

の
書
状
、
黒
田
孝
高
の
書
状
、
秀
成
と
加
藤
清
正

が
と
り
か
わ
し
た
誓
紙
な
ど
も
、
中
川
茂
や
九
州

大
名
の
苦
悩
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
寛
永
頃
の

豊
後
他
領
や
隣
国
を
探
索
し
た
聞
合
帳
も
、
各
大

名
の
微
妙
な
点
に
ふ
れ
て
い
る
、
等
々
、
読
み
進

む
ほ
ど
に
興
味
の
つ
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
一
群
の
文
書
は
、
江
戸
時
代
に
度
々
整

理
さ
れ
、
三
箱
に
収
納
さ
れ
て
い
る
由
で
あ
る
が
、

先
述
の
一
目
安
堵
や
文
禄
二
年
の
豊
後
で
六
万
六

千
石
を
宛
行
っ
た
秀
吉
朱
印
状
は
原
本
が
み
ら
れ

る
も
の
の
、
家
康
以
後
の
黒
印
状
に
は
領
知
の
根

本
文
書
が
な
い
。
藩
政
の
文
書
（
現
在
竹
田
市
立

図
引
館
に
約
千
冊
保
管
）
と
は
ち
が
っ
て
、
江
戸

賭
弓
中
・
後
期
の
中
川
家
に
と
っ
て
の
「
古
文
書
」

が
、
す
な
わ
ち
本
文
書
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ

る
が
、
．
そ
う
し
た
伝
存
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、

興
味
ぶ
か
い
も
の
が
あ
る
。

　
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
原
文
の
厳
密
な
翻
刻
は

も
と
よ
り
、
人
名
等
の
傍
注
、
重
要
事
項
の
頭
注

の
ほ
か
、
藤
井
譲
治
氏
の
く
わ
し
い
解
説
、
さ
ら

に
人
名
・
地
名
の
索
引
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
何
よ
り
有
難
い
の
は
、
可
能
な
か
ぎ
り
関
係
史

料
を
博
捜
し
て
一
乗
詳
文
書
の
年
紀
を
考
証
さ
れ
、

そ
の
経
過
を
も
解
説
中
に
逐
一
明
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
利
用
者
に
と
っ
て
、
こ
の
上
な
い

親
切
な
文
書
集
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
本
文
書
が
神
戸
大
学
の
所
蔵
に
帰
し
た
事
情
に

つ
い
て
は
、
「
巷
間
に
流
れ
た
も
の
を
、
今
井
林

太
郎
教
授
時
代
に
取
得
し
た
も
の
」
（
序
）
と
い
う

以
外
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
の
文

書
群
の
散
逸
が
防
が
れ
た
こ
と
に
、
ふ
か
く
感
謝

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
戸
大
学
文
学
部
日
本

史
講
座
は
、
そ
の
今
井
教
授
と
阿
部
真
琴
助
教
授

（
当
時
）
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
。
両
先
生
の
あ

と
を
う
け
た
高
尾
　
彦
教
授
も
本
年
三
月
定
年
退

官
さ
れ
た
が
、
本
書
は
「
今
井
・
阿
部
両
先
生
の

喜
寿
の
お
祝
の
行
事
と
、
高
尾
教
授
の
退
官
祝
賀

行
事
と
を
兼
ね
て
な
さ
れ
た
」
（
序
）
記
念
出
版
で

あ
る
。
こ
の
文
書
群
の
散
逸
を
ふ
せ
ぎ
、
鋭
意
整

理
を
す
す
め
て
こ
ら
れ
た
三
先
生
の
記
念
事
業
と

し
て
、
ま
こ
と
に
意
義
ぶ
か
い
も
の
が
あ
る
。
学

界
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
大
き
い
文
書
集
と
し
て
本

書
を
公
刊
さ
れ
た
関
係
各
位
の
こ
労
苦
に
対
し
て

も
ふ
か
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
三
先
生
の
い
っ

そ
う
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
る

次
第
で
あ
る
。

　
　
　
（
A
5
版
　
三
五
二
頁
　
一
九
八
七
年
三
月

　
　
　
臨
田
川
書
店
　
六
八
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
（
熱
田
公
神
戸
大
学
教
胃
学
部
教
授
）

編
集
後
記

　
第
七
〇
巻
第
六
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本

号
の
特
徴
は
、
論
説
・
研
究
ノ
…
ト
あ
わ
せ
て
四

本
の
論
稿
の
う
ち
、
三
本
が
中
国
清
朝
史
に
属
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
清

代
の
経
済
史
・
社
会
史
・
政
治
史
を
取
り
扱
っ
た

第
一
級
の
研
究
で
あ
り
、
清
朝
史
研
究
の
深
化
と

広
が
り
と
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
藤
田

論
文
は
、
わ
が
国
戦
国
期
の
傾
国
経
済
圏
論
に
流

通
と
い
う
視
点
を
取
り
入
れ
た
力
作
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
昭
和
六
二
年
度
の
史
林
の
刊
行
費
の
…

部
と
し
て
、
文
部
省
学
術
国
際
局
か
ら
昭
和
六
二

年
度
科
学
蕨
究
費
補
助
金
（
研
究
成
果
公
開
促
進

費
）
の
交
付
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
　
　
（
耳
）
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